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２００９年１１月９日

南海電気鉄道株式会社

２０２０１０１０年３月期年３月期
第２四半期第２四半期 決算説明会決算説明会
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本日の内容

１．2010年3月期 第２四半期決算の概要・・・・ Ｐ ３

２．セグメント別の状況（2010年3月期第2四半期） ・・ Ｐ ６

３．３か年経営計画の進捗状況・・・・・・・・・・・・ Ｐ１５



3

１）業績ハイライト

１１．２０．２０１０１０年３月期年３月期 第２四半期第２四半期決算の概要決算の概要

△６２．４△７，５５５４，５４７１２，１０２四半期純利益

△ ８．３△ ５６３６，２２０６，７８３経常利益

△ ５．４△ ６０５１０，６５０１１，２５５営業利益

２．９２，５５０９０，５０２８７，９５１売上高

増減率増減額2009年9月期2008年9月期

（単位：百万円・％）

増減理由 四半期純利益：前年同期に「工事負担金等受入額」があったことによる減益
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（単位：百万円）

●営業活動によるキャッシュ・フロー

仕入債務の支払の増加等により、３３億４３百万円流入が減少

●投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出が減少したこと等により、３９億５２百万円支出が減少

●財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出等により、２８億円支出が増加

２）キャッシュ・フローの状況

１６，６２０

△ ５，３１２

△１０，９４３

１４，９６４

2008年9月期

１９，５１２現金及び現金同等物 四半期末残高

△ ８，１１２財務活動によるキャッシュ・フロー

△ ６，９９１投資活動によるキャッシュ・フロー

１１，６２１営業活動によるキャッシュ・フロー

2009 年9月期

１１．２０．２０１０１０年３月期年３月期 第２四半期第２四半期決算の概要決算の概要
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（単位：百万円）

８１５，７５８

１１９，０００

５１７，１１０

６９６，７５８

８１５，７５８

６８２，５９６

７１９，４００

３２，５４０

２３，８４３

９６，３５７

2009年3月末

３，７４６１２２，７４６純資産合計

８１４，１４６

５１２，１０１

６９１，３９９

８１４，１４６

６８５，２５７

７２３，４１４

３２，６６５

２０，６１０

９０，７３１

2009年9月末

△１，６１１負債純資産合計

△５，００８有利子負債

△５，３５８負債合計

△１，６１１資産合計

２，６６１有形固定資産

４，０１３固定資産

１２４商品及び製品

△３，２３３現金及び預金

△５，６２５流動資産

増減額

３）資産の状況

１１．２０．２０１０１０年３月期年３月期 第２四半期第２四半期決算の概要決算の概要

増減理由 現金及び預金：借入金の返済や工事代の支払等による減少

純資産：保有株式の株価上昇による「その他有価証券評価差額金」の増加等による増加
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建設業

（４社）

その他の事業

（８社）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
（２３社）

流通業

（７社）

不動産業

（４社）

運輸業

（２９社）

【連結子会社５４社・非連結子会社１１社・関連会社４社（うち持分法適用会社２社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２００９年（２００９年９９月末現在）月末現在）

売上高 （単位：億円）

運輸
435
（42.7%）

不動産
113
（11.1%）

流通
121
（11.9%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
149
（14.6%）

建設
181
（17.8%）

その他
19
（1.9%）

営業利益 （単位：億円）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

運輸
53
（49.6%）不動産

42
（39.2%）

流通
7
（6.8%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
0
（0.0%）

建設
4
（3.9%）

その他
0
（0.5%）

※当社および南海都市創造株式会社は複数セグメントに重複して含まれております。
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１）セグメント別売上高
（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

２．９

０．２

９．８

△０．３

０．５

△６．６

０．４

増減率

８７，９５１

（１３，０８５）

１，９００

１６，５６８

１４，９５８

１２，０７８

１２，１４２

４３，３８７

2008年9月期

△８０５１１，３３７不動産業

２，５５０９０，５０２合計

（１１，５２５）消去又は全社

４１，９０４その他の事業

１，６１７１８，１８６建設業

△ ４９１４，９０９レジャー･サービス業

５６１２，１３４流通業

１６７４３，５５５運輸業

増減額2009年9月期
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２）セグメント別営業利益
（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

△５．４

△５５．２

－

△９８．９

△ ６．５

△ １．４

△ ９．９

増減率

１１，２５５

（１９７）

１３２

△２

３１２

７８６

４，２８８

５，９３５

2008年9月期

△ ６０４，２２８不動産業

△６０５１０，６５０合計

（１４９）消去又は全社

△ ７２５９その他の事業

４２５４２３建設業

△３０９３レジャー･サービス業

△ ５０７３６流通業

△５８５５，３４９運輸業

増減額2009年9月期
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３）運輸業の実績 （増収減益） （単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

△ ９．９

０．４

△１４．８

△１０．９

△ ５．４

７．５

△ ７．０

△ ２．１

増減率

△５８５５，３４９５，９３５営業利益

４３，３８７

（３，３３４）

２，２９０

１，８００

１，２９０

１１，０４２

７１０

２９，５８８

2008年9月期

△ ４９６６０軌道事業

１６７４３，５５５売上高

（２，７０９）消去（セグメント内）

△３３８１，９５１車両整備業

△１９５１，６０５貨物運送業

△ ６９１，２２０海運業

８２９１１，８７１バス事業

△６３３２８，９５５鉄道事業

増減額2009年9月期

増減理由 バス事業：徳島バス株式会社グループの連結子会社化に伴う増収
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１１５，９０２

７２，４２５

４３，４７７

２６，８１２

１１，９０７

１４，９０５

2009年9月期
実績

△ ２．８

△ ２．０

△ ４．１

△ ３．９

△ ２．８

△ ４．７

増減率

１１９，１９６合 計

７３，８８４定 期

４５，３１２定期外輸
送
人
員

２７，８８９合 計

１２，２４６定 期

１５，６４３定期外旅
客
収
入

2008年9月期
実績

全 線

鉄道旅客収入と輸送人員表

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

（単位：百万円 ・千人・％）

３，７２２

１，７６９

１，９５３

２，１８９

５６７

１，６２２

2009年9月期
実績

△ ８．６

△ ４．４

△１２．０

△１０．９

△ ４．８

△１２．９

増減率

４，０７０合 計

１，８５０定 期

２，２２０定期外輸
送
人
員

２，４５７合 計

５９６定 期

１，８６１定期外旅
客
収
入

2008年9月期
実績

空港線
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４）不動産業の実績 （減収減益）
（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

△ １．４

△ ６．６

△３１．３

△ １．５

増減率

△ ６０４，２２８４，２８８営業利益

１２，１４２

（３２２）

２，７２０

９，７４５

2008年9月期

△８０５１１，３３７売上高

（１２８）消去（セグメント内）

△８５０１，８７０不動産販売業

△１４９９，５９５不動産賃貸業

増減額2009年9月期

増減理由 不動産販売業：前年同期に業務施設用地の譲渡があったことによる減収
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（単位：百万円 ・％）
５）流通業の実績 （増収減益）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

△６．５

０．５

１１０．９

△３．３

△６．６

増減率

△ ５０７３６７８６営業利益

１２，０７８

（８３２）

５８４

６，３１９

６，００６

2008年9月期

５６１２，１３４売上高

（８２１）消去（セグメント内）

６４８１，２３３建築材料卸売業

△２０９６，１１０物品販売業

△３９４５，６１１
ショッピングセンター
の経営

増減額2009年9月期

増減理由 建築材料卸売業：大口販売による増収
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６）レジャー・サービス業の実績 （減収減益）
（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

△９８．９

△ ０．３

５．２

１．１

△ ４．３

△１２．９

△１２．７

△ ２．５

４６．３

増減率

△ ４９１４，９０９１４，９５８売上高

△３０９３３１２営業利益

（１，０７７）

１，９９６

７，４９０

１，１５３

３，１０６

８４２

９３０

５１６

2008年9月期

△ ４９１，１０４飲食業

７９７，５６９ﾋﾞﾙ管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業

△ ２２９０７旅行業

（９６８）消去（セグメント内）

１０３２，１００その他

△４００２，７０５競艇施設賃貸業

△１０７７３５ホテル・旅館業

２３９７５５遊園事業

増減額2009年9月期

増減理由 競艇施設賃貸業：設備改修に伴う営業日数の減少等による減収
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７）建設業の実績 （増収増益） （単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期月期第第22四半期）四半期）

－

９．８

９．９

増減率

４２５４２３△ ２営業利益

１，６１７１８，１８６１６，５６８売上高

（３）

１６，５７２

2008年9月期

（１９）消去（セグメント内）

１，６３２１８，２０５建設業

増減額2009年9月期

８）その他の事業の実績 （増収減益） （単位：百万円 ・％）

△５５．２

０．２

８．１

△ ９．７

４．７

増減率

△７２５９１３２営業利益

４１，９０４１，９００売上高

（８）

７４４

７７２

３９２

2008年9月期

△７５６９６広告代理業

（８）消去（セグメント内）

６０８０５その他

１８４１０印刷業

増減額2009年9月期

増減理由 建設業：完成工事高の増加に伴う増収



15

３か年経営計画「堅進１２６計画」の基本方針

① 「環境保全」のための取組み強化

② 提供するサービスの品質向上

③ なんばエリアのさらなる価値向上

④ 有望事業の成長加速

⑤ 沿線活性化の推進

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況
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１）連結業績のまとめ
（単位：百万円）

※ＥＢＩＴＤＡ＝
営業利益＋減価償却費

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

2010年3月期

△１，０００３９，７００４０，７００４１，４３２ＥＢＩＴＤＡ

△ ２００２２，４００２２，６００２１，７３３減価償却費

△３，２００５１２，７００５１５，９００５１７，１１０有利子負債残高

１２．９倍１２．７倍１２．５倍
有利子負債残高

／ＥＢＩＴＤＡ倍率

△１，３００３３，８００３５，１００４０，１２０設備投資額

３００７，４００７，１００７，３７４当期純利益

△ ５００８，０００８，５００１０，５９３経常利益

△ ８００１７，３００１８，１００１９，６９９営業利益

△２，８００１９２，５００１９５，３００１８３，３８９売上高

期初予想と
の差異

修正予想額期初予想額

2009年3月期
実 績

増減理由 売上高：運輸業、不動産業の減収

有利子負債残高：手持ち現預金の充当および設備投資の減による減少
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（単位：百万円）２）売上高の内訳

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

期初予想額

△ ２００４，４００４，６００３，９８５その他の事業

（２４，７００）（２５，８００）（２７，０１０）消去又は全社

△２，８００１９２，５００１９５，３００１８３，３８９合計

６００４５，４００４４，８００４０，３９３建設業

△ ４００３３，３００３３，７００３１，０１６レジャー・サービス業

△ ２００２４，２００２４，４００２４，８２６流通業

△１，２００２４，０００２５，２００２４，０４５不動産業

△２，５００８５，９００８８，４００８６，１３３運輸業

期初予想との
差異

修正予想額

2010年3月期
2009年3月期
実 績

売上高

増減理由 運輸業：鉄道旅客収入・バス事業収入（高速バス等）の減による減収

不動産業：宅地・マンション分譲の減少による不動産販売業の減収
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（単位：百万円）３）営業利益の内訳

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

2010年3月期

－２００２００２８５その他の事業

（２００）（２００）（５５９）消去又は全社

△８００１７，３００１８，１００１９，６９９合計

－６００６００５０３建設業

－７００７００６２３レジャー・サービス業

２００８００６００１，５０４流通業

△３００６，８００７，１００６，２８７不動産業

△７００８，４００９，１００１１，０５３運輸業

期初予想と
の差異

修正予想額期初予想額

2009年3月期
実 績

営業利益

増減理由 運輸業：鉄道旅客収入の減による鉄道事業の減収に伴う減益

不動産業：マンション分譲の不振などによる不動産販売業の減収に伴う減益
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△１．９

△１．２

△２．９

△２．４

△１．６

△３．１

増減率

（対前年）

△０．４

△０．１

△０．７

△０．２

△０．０

△０．３

増減率

（対前年）

２３１，９８２

１４３，１１５

８８，８６７

５４，４４２

２３，９２２

３０，５２０

2010年3月期
期初予想

２２８，４３２

１４１，５３８

８６，８９４

５３，２２５

２３，５５２

２９，６７３

2010年3月期
修正予想

△０．３

０．０

△０．９

△１．１

△０．３

△１．７

増減率

（対前年）

２３２，７９８合 計

１４３，３０９定 期

８９，４８９定期外輸
送
人
員

５４，５４１合 計

２３，９３０定 期

３０，６１１定期外旅
客
収
入

2009年3月期
実績全 線

４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

△６．７

△３．０

△９．８

△８．０

△３．２

△９．６

増減率

（対前年）

△１．８

０．１

△３．５

△１．７

０．２

△２．３

増減率

（対前年）

７，７３２

３，６４９

４，０８３

４，６２１

１，１７４

３，４４７

2010年3月期
期初予想

７，３５２

３，５３７

３，８１５

４，３２４

１，１３５

３，１８９

2010年3月期
修正予想

△０．７

２．６

△３．４

△３．５

１．９

△５．１

増減率

（対前年）

７，８７７合 計

３，６４７定 期

４，２３０定期外輸
送
人
員

４，７００合 計

１，１７２定 期

３，５２８定期外旅
客
収
入

2009年3月期
実績空港線

（単位：百万円 ・千人・％）
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４）運輸業 ＴＯＰＩＣＳ

①難波駅改良工事完成（２００９年１０月）
駅ナカビジネスの強化

②こうや花鉄道プロジェクトを推進
・高野山駅、極楽橋駅をバリアフリー化（２００９年３月）
・観光列車「天空」（橋本～極楽橋）定期運行開始（２００９年７月）

③南海線でダイヤ変更を実施、特急「サザン」「ラピート」を増発（２００９年１０月）

鉄道事業

その他

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

①南海バス株式会社 シャープ関連輸送を継続

②高速道路料金値下げの影響
・高速バス事業減収
・南海フェリー株式会社 乗用車の乗船１０００円社会実験を開始

改良工事完成に伴い
新規オープンした店舗
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５）不動産業、流通業 ＴＯＰＩＣＳ

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

ターミナル開発

①南海ターミナルビル再生計画を推進

・南海ビルの美装化工事を完了

・観光・交流・情報発信拠点として、室内吹き抜け空間
「なんばガレリア」を整備

・髙島屋大阪店など周辺施設との回遊性を向上

②なんばＣＩＴＹ再生リニューアル計画を推進

約３６億円（予定）約１１億円総投資額

約１２，０００㎡（予定）約４，４００㎡対象面積

約６０店舗２４店舗対象店舗数（リニューアル後）

本館１階・地下１階・地下２階の一部本館１階・地下２階の一部対象区域

２０１１年４月（予定）２００９年１０月１６日オープン時期

２ 期１ 期

約３５０億円（２００９年３月期実績３０５億円）リニューアル計画完了後の全館売上目標

なんばガレリア
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③「なんばエリアのさらなる価値向上」についての今後の取組み

・２０１０年 春 なんばパークスリニューアルオープン
（高島屋大阪店新本館計画増床部分オープン）

・２０１０年 秋 サービスアパートメント
「フレイザーレジデンス南海大阪（仮称）」オープン

・２０１１年 春 なんばＣＩＴＹ再生リニューアルグランドオープン
（高島屋大阪店新本館グランドオープン）

５）不動産業、流通業 ＴＯＰＩＣＳ

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

ターミナル開発

グランドオープン時の「なんばＣＩＴＹ」
本館地下１階（完成予想図）
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３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

６）レジャー・サービス業 ＴＯＰＩＣＳ

①みさき公園の新イルカ館が好調に推移

②ビルメンテナンス事業を強化

新イルカ館でのイルカショー

住宅開発

①リフォーム事業のショールーム５店舗化を完成

（２００９年８月）

南海リフォームプラザ「千里豊中店」

５）不動産業、流通業 ＴＯＰＩＣＳ
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３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

７）「環境保全」のための取組み強化

①株主優待において、環境保全のためのご寄付を選択いただける
制度を創設

②官民共同での環境保全の取組み「グリーンパートナー協定」を
大阪府と締結（２００９年６月）

③千代田工場でＩＳＯ１４００１の認証取得に向けた取組みを推進 エコロゴマーク
「エコモーションなんかい」

①㈱格付投資情報センター（R&I）の発行体格付がBBB-からBBBに（２００９年１０月）

②厳しい経営環境をふまえ、増収・コスト削減に向けた社内プロジェクトをスタート

（２００９年１０月）

③シャープが新工場「グリーンフロント堺」を稼動開始（２００９年１０月）

８）その他
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南海電気鉄道株式会社
〒542-8503 大阪市中央区難波五丁目１番60号
総務室 総務部（ＩＲ広報担当）
ＴＥＬ：06-6644-7125 ＦＡＸ：06-6644-7123
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離することもありえますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。

ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先
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